
2022年度（令和４年度） 西興部小学校  学校だより No.１６ 

は    ぐ    く    む 

 

深く考える子  思いやりのある子  強くたくましい子 令和５年２月２８日（火） 

ウィズコロナからアフターコロナへ 

校長 三 村 文 弥   
 新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが「５類」に引き下げられることが決定し、特別な
感染症としての対応が段階的に引き下げられることになりました。北海道教育委員会からは、「卒業
式におけるマスクの取扱い等について」が示され、保護者の皆様にはリーフレットを配付し、卒業式
におけるマスク着用の基本的な考え方等について周知したところです。 
卒業式は、学校生活の中で節目となる重要な行事で、子どもたちにとっても特別な意味があり、本

校においても、今春の卒業式については、国・道・村の方針に従い、以下のような対応をとります。 

 

○ 児童生徒及び教職員については、式典全体を通じてマスクを外すことを基本とします。 

○ 御来賓や保護者の皆様には、マスクの着用をお願いします。 

○ 会場には参加人数の制限はありませんが、参加する児童の座席に十分な間隔がとれな 

いことから、国歌・校歌等の斉唱、呼びかけの合唱については録音したものを流し、 

呼びかけについてはマスクをして、マイクで発声します。 

  ※式の途中で児童へマスクの着脱を呼びかけることがありますが、マスクの着脱を強いるものではありません。 

  ※卒業式練習などでは、当日に向けてマスクを外す時間を徐々に増やすなどの対応をとります。 

 
国の方針に従い、北海道も「３月１３日以降はマスクの着用は個人の判断とし、４月１日以降は学

校生活全般で着用を求めない。」との報道がありました。５月８日の「５類」引き下げに向けて、社
会生活や学校生活の中で様々な移行措置がとられていくことが予想されます。しかしながら、コロ
ナウイルスが突然なくなるわけではありませんし、症状の軽い病気になったわけでもありません。
マスク着用のルールが緩和されても、換気や手指消毒など基本的な感染症対策は継続します。本校
の集団登下校時のマスク着用や給食時の対応などについても、慎重に検討を進め、４月以降の対応
について改めてお知らせしていきます。 
２０１９年末のコロナショックから３年の月日が経ちました。ウィズコロナの中で先生や子ども

たちが工夫と苦労を重ね、端末を活用した授業や学校行事などをつくりあげてきました。この３年
間のウィズコロナの取組が、これからの学校の新しいスタンダードになっていくものと思われます。
ビフォーコロナではなく、アフターコロナの新しい学校の姿が求められています。 
 

来年度の教育活動について 
２５日（土）の全校参観日には、多くの保護者の皆様にご参観いただきありがとうございました。全

体懇談会では、「今年度のふりかえりと来年度の教育活動について」ご説明させていただきました。 

統合に伴う新たな教育活動や変更点など来年度の教育活動の概要について、改めてお知らせします。 

 

【統合による新たな教育活動】 

授業で取り組むもの 

作物栽培（１・２年生 生活） 

円小学校との交流（５・６年生 総合） 

 

朝活動・休み時間に取り組むもの 

一輪車・百人一首・読み聞かせ（低・高学年） 

 

【学校行事等の主な変更点】 

４月 家庭訪問（１年生のみ実施） 

６月３日（土）小中合同運動会 

       （土曜開催・午前日程） 

 

 

 

 



 

 


